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情報EXPRESS
商工連のホットな話題をお届けします

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
春
を
迎
え
、
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
繁
栄
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
我
が
国
経
済
は
、
か
つ
て
な
い
難
題
に
直
面
致
し
ま
し
た
。

　

米
国
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
に
端
を
発
し
た
金
融
不
安
は
、
全
世
界
を
巻
き
込
み
、
百
年
に
一

度
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
金
融
危
機
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
て
も
、
日
本
経
済
の
先
行
き
は
、
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

本
県
経
済
に
あ
っ
て
は
、
昨
年
前
半
ま
で
は
好
調
で
あ
っ
た
造
船
業
や
電
子
部
品
関
連
分
野
等
で
、

原
材
料
高
、
円
高
の
影
響
に
よ
り
、
採
算
悪
化
・
雇
用
調
整
が
さ
ら
に
進
み
、
厳
し
い
状
況
が
続
く
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
国
・
県
等
で
は
、
中
小
企
業
等
の
資
金
繰
り
を
応
援
す
る
た
め
、「
緊

急
保
証
制
度
（
中
小
企
業
庁
）」
や
「
中
小
企
業
経
営
緊
急
安
定
化
対
策
資
金
（
県
制
度
資
金
）」
等
の

支
援
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
商
工
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
国
・
県
等
の
施
策
に
呼
応
し
て
、
早
急
に
金

融
特
別
相
談
窓
口
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
年
末
ま
で
、
会
員
事
業
所
等
か
ら
の
相
談
に
対
応
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
金
融
機
関
に
よ
る
中
小
企
業
者
等
へ
の
貸
し
渋
り
な
ど
に
よ
り
、
資
金

繰
り
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
な
い
よ
う
十
分
な
配
慮
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
効
果
的
な
経
済
対

策
を
強
く
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

県
連
合
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、県
や
全
国
連
等
と
も
連
携
を
密
に
し
て
、現
在
の
危
機
を
乗
り
切
っ

て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
加
え
て
、
時
代
が
変
革
す
る
な
か
で
、
絶
え
ず
緊
張
感
を
持
ち
、
会
員
事

業
所
等
の
ニ
ー
ズ
を
汲
み
取
り
、
商
工
会
が
本
来
有
す
る
き
め
細
か
な
支
援
体
制
を
再
構
築
す
る
こ
と

が
急
務
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
現
在
、
農
水
産
物
の
新
商
品
開
発
な
ど
を
目

的
と
し
て
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
「
農
商
工
連
携
フ
ァ
ン
ド
」
事
業
な
ど
は
そ
の
一
例
で
あ
り
ま
す
。

　
「
変
化
」
に
挑
む
と
い
う
こ
と
は
、「
困
難
」
を
伴
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
を
乗
り

越
え
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る
商
工
会
づ
く
り
が
可
能
と
な
り
、
引
い
て
は
地
域
経
済
の
牽
引
役

に
な
れ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。　

ど
う
ぞ
、
商
工
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
斯

業
が
ま
す
ま
す
ご
繁
栄
さ
れ
ま
す
と
と
も
に
、
併
せ
て
、
商
工
会
事
業
へ
の
倍
旧
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
地
域
の
ご
発
展
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
元
旦　

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

我
国
経
済
は
、
昨
年
前
半
の
原
油
・
原
材
料
の
急
激
な
高
騰
に
加
え
、
後

半
に
は
、
世
界
的
な
金
融
不
安
に
よ
り
、
株
価
の
下
落
、
円
高
が
進
む
な
ど
、

景
気
の
停
滞
感
が
更
に
強
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
地
域
の
中
小
企
業
の
経
営
環
境
は
、
今
般
の
金
融
危
機
の
影
響
に

よ
り
、
消
費
の
鈍
化
に
加
え
、
金
融
機
関
の
貸
出
し
姿
勢
も
厳
し
く
な
り
、

商
工
会
地
区
の
小
規
模
事
業
者
の
景
気
動
向
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
に
悪
化
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
全
国
連
で
は
、
昨
年
、
十
一
月
二
十
七
日
に
第
四
十
八

回
商
工
会
全
国
大
会
を
「
金
融
・
経
済
安
定
、
中
小
企
業
危
機
突
破
決
起
大

会
」
と
し
て
開
催
し
、
政
府･

与
党
等
に
、
先
に
取
り
ま
と
め
た
追
加
経
済

対
策
「
生
活
対
策
」
を
早
急
に
実
施
し
、
中
小
企
業
の
資
金
繰
り
の
円
滑
化

や
景
気
浮
揚
策
を
直
ち
に
実
現
す
る
よ
う
要
望
す
る
と
と
も
に
、
私
た
ち
中

小
企
業
が
一
致
団
結
し
て
、
現
在
の
経
済
状
況
を
乗
り
切
る
決
意
を
確
認
し

あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ご
高
承
の
と
お
り
、
地
域
の
経
済
や
雇
用
、
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
の
は
、

中
小
、
小
規
模
企
業
で
あ
り
、
中
小
企
業
が
経
営
環
境
の
変
化
に
対
応
で
き

な
け
れ
ば
、
我
国
経
済
の
根
幹
が
揺
ら
ぐ
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

今
こ
そ
、
商
工
会
は
組
織
の
総
力
を
結
集
し
て
、
中
小
、
小
規
模
企
業
の

支
援
に
取
組
み
、
各
地
域
の
、
ひ
い
て
は
日
本
の
全
体
の
経
済
社
会
に
希
望

と
活
気
を
取
り
戻
す
べ
く
、
貢
献
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
巡
回
指
導
を
通
じ
た
き
め
細
か
い
経
営
支
援
の
強
化
、

ネ
ッ
ト
ｄ
ｅ
記
帳
な
ど
中
小
企
業
の
生
産
性
向
上
支
援
、職
員
の
資
質
向
上
、

農
商
工
連
携
を
通
じ
た
産
業
振
興
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
も
、
全
国
連
は
、
商
工
会
が
地
域
に
お
い
て
、
益
々
、
頼
り
に
さ
れ

る
存
在
と
な
る
よ
う
、
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
一
層

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
全
国
の
商
工
会
員
の
皆
様
並
び
に
関
係
各
位
に
と
り
ま
し
て

今
年
が
明
る
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
元
旦　

ご
あ
い
さ
つ

長
崎
県
商
工
会
連
合
会

　

会 

長　
　

池
原　
　

泉

年
頭
に
あ
た
�
て

全
国
商
工
会
連
合
会

　

会 

長　
　

清
家　
　

孝
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情報EXPRESS
商工連のホットな話題をお届けします

　

平
成
二
十
年
の
県
民
表
彰
で
、
商
工
会
関
係
で

は
次
の
方
々
が
受
賞
の
栄
誉
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

◎
産
業
（
商
工
）
功
労・

深
江
　
海
人　
氏

　
�（

長
崎
県
商
工
会
連
合
会
副

会
長
・
佐
世
保
市
北
部
商
工

会
会
長
）

・
増
山
　
哲
郎　
氏

　

�（
長
崎
県
商
工
会
連
合
会
理

事
・
諫
早
市
商
工
会
会
長
）

・
峰
　
マ
ス
子　
氏

　

�（
長
崎
県
商
工
会
連
合
会
理

事
・
全
国
商
工
会
女
性
部
連

合
会
副
会
長
・
長
崎
県
商
工

会
女
性
部
連
合
会
会
長
・
長

崎
南
商
工
会
女
性
部
長
）

◎
技
術
研
修
の
お
知
ら
せ

　

長
崎
県
職
業
能
力
開
発
協
会
で
は
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
目
指
さ
れ
る
方
々
の
た
め
に
三
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
組
込
ソ

フ
ト
・コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
実
務
等
研
修
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
講
座
も
無
料
で
、
技
能
・
技
術
の
修
得
・

向
上
に
お
役
に
立
つ
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
や
開
催
日
時
、
お
申
込
み
方
法
な
ど
は

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
長
崎
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
〇
九
五
―
八
八
二
―一六一六

　

http://w
w

w
.nagasaki-noukai.or.jp/

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◉
企
業
概
要

　

有
限
会
社
小
林
製
茶
は
、
世
知
原
茶
の
荒
茶
生
産
、

仕
上
加
工
、
小
売
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
生
産
か

ら
小
売
ま
で
一
貫
し
て
い
る
の
で
、
お
客
様
の
「
生

の
声
」
を
茶
栽
培
・
製
造
現
場
へ
い
ち
早
く
伝
え
る

こ
と
が
で
き
、
商
品
改
良
や
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
活
か

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、現
場
か
ら
は
、生
産
者
の
「
こ

だ
わ
り
」
を
お
客
様
に
も
発
信
し
て
い
ま
す
。

◉�

小
規
模
事
業
者
新
事
業
全
国
展
開
支
援
事
業
に
よ

る
開
発
商
品
に
つ
い
て

　

今
回
の
支
援
に
よ
り
、「
ガ
ラ
ゴ
ロ
茶
」「
茶
房
露
」

の
二
つ
の
新
し
い
商
品
を
開
発
し
ま
し
た
。
開
発
に

は
、
茶
業
界
の
中
で
も
消
費
者
に
あ
ま
り
知
ら
れ
ず
、

伸
び
悩
ん
で
い
た
製
品
（
原
材
料
）
に
着
目
し
ま
し

た
。
茶
葉
を
一
度
製
品
化
し
た
後
、
パ
ウ
ダ
ー
状
に

小
さ
く
挽
き
上
げ
た｢

粉
末
茶｣

の
利
用
で
す
。「
粉

末
茶
」
は
抹
茶
と
同
等
の
粒
度
で
す
の
で
、
抹
茶
を

使
っ
た
料
理
や
お
菓
子
と
同
様
、
簡
単
に
利
用
で
き

ま
す
。
抹
茶
を
使
用
し
た
茶
関
連
商
品
は
全
国
に

多
々
存
在
し
て
い
ま
す
が
、
地
産
地
消
の
観
点
か
ら

も
、
世
知
原
産
の
粉
末
茶
を
使
用
し
た
商
品
開
発
が

で
き
な
い
か
が
事
業
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
し
た
。

　
「
ガ
ラ
ゴ
ロ
茶
」
の
開
発
は
、「
う
が
い
に
特
化
し

た
緑
茶
商
品
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
商
品
化
し
ま
し

た
。
緑
茶
の
成
分
カ
テ
キ
ン
の
パ
ワ
ー
、
テ
ィ
ー
バ

ッ
グ
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
る
簡
便
性
、
何
よ
り
も

自
然
の
飲
料
で
あ
る
お
茶
の
安
心
・
安
全
。
こ
れ
ら

の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
を
前
面
に
出
し
ま
し
た
。

　
「
茶
房
露
」
は
、
お
茶
を
使
っ
た
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
お
菓
子
を
作
り
た
い
と
い
う
想
い
が
あ
り
ま
し
た
。

町
内
菓
子
店
の
職
人
さ
ん
と
試
行
錯
誤
し
て
完
成
し

た
こ
だ
わ
り
の
お
茶
菓
子
で
す
。
抹
茶
の
か
わ
り
に

世
知
原
産
の
粉
末
茶
を
使
う
事
で
、
商
品
を
Ｐ
Ｒ
す

る
力
や
ス
タ
ッ
フ
の
販
売
意
欲
が
増
し
ま
し
た
。

◉
地
域
力
連
携
拠
点
の
活
用

　

こ
の
二
つ
の
商
品
は
世
知
原
茶
を
新
た
な
形
で
お

客
様
に
提
案
す
る
こ
と
で
、
世
知
原
と
い
う
小
さ
な

茶
産
地
を
さ
ら
に
知
っ
て
頂
く
き
っ
か
け
に
な
り
ま

し
た
。「
茶
房
露
」
は
、
茶
店
と
菓
子
店
の
連
携
の

中
で
生
ま
れ
た
商

品
で
す
。
地
域
力

連
携
拠
点
の
支
援

を
受
け
て
、
さ
ら

に
新
し
い
商
品
、

新
し
い
分
野
と
の

連
携
を
図
り
、
世

知
原
茶
の
販
路
拡

大
、
地
域
の
産
業

振
興
に
も
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

【
企
業
の
概
要
】

　

業　
　

種
：�

茶
製
造
・
販
売

　

資
本
金
：
一
、〇
〇
〇
万
円

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
〇
九
五
六
―
七
六
―
二
〇
七
四

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
〇
九
五
六
―
七
六
―
二
五
七
四

地域力
連携拠点
から

Report

地
域
資
源
で
新
商
品
開
発

地
域
力
連
携
拠
点
で
は
、
中
小
企
業
の
経
営
革
新
・
農
商
工
連
携
・
事
業
継
承
な
ど
の

課
題
解
決
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
佐
世
保
市
北
部
商
工
会
地
域
力
連
携
拠
点
の

支
援
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。
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県
内
で
頑
張
る
人
・
企
業
・
町
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
。み
ん
な
の
力
で
町
は
ど
ん
ど
ん
元
気
に
な
る
！

情報EXPRESS
商工連のホットな話題をお届けします

　

去
る
、
十
一
月
二
十
七
日
（
木
）
東
京
渋
谷
・
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
第
四
十
八
回
商
工
会
全
国
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

今
回
の
全
国
大
会
は
、
全
国
各
地
か
ら
商
工
会
の
代

表
者
約
三
千
余
名
が
一
堂
に
会
し
、
本
県
か
ら
も
商
工

会
長
等
二
十
六
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
麻
生
太
郎
内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
と

し
て
多
数
の
国
会
議
員
、
関
係
機
関
の
代
表
者
等
が
臨

席
。
冒
頭
、
全
国
連
の
清
家
孝
会
長
が
「
国
や
地
方
自

治
体
に
対
し
、
景
気
回
復
や
中
小
企
業
支
援
政
策
の
充

実
を
求
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
以
上
地
域
が
疲
弊
し
な

い
よ
う
、
地
域
の
産
業
振
興
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
を
担
っ
て
い
る
商
工
会
の
役
割
の
理
解
と
、
機
能

強
化
に
つ
い
て
、
一
層
の
支
援
を
要
望
す
る
。」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
全
国
連
の
大
高
衛
組
織
強
化
対
策
本
部
長

が
、「
実
効
性
の
あ
る
経
済
対
策
の
早
期
実
施
」
な
ど
、

七
項
目
の
大
会
決
議
を
読
み
上
げ
る
と
、
そ
の
場
で
採
択

が
行
わ
れ
、
中
小
企
業
の一
層
の
発
展
の
た
め
の
対
策
を

内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
経
営
改
善
普
及
事
業
の
発
展
に
、
永
年
尽

力
し
た
団
体
及
び
役
職
員
の
功
績
に
対
し
、
中
小
企
業

庁
長
官
表
彰
及
び
全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
が
あ
り
、

本
県
か
ら
二
十
三
名
（
団
体
含
む
）
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
大
会
前
の
、
十
一月
二
十
三
日
（
日
）
か

ら
三
泊
四
日
の
日
程
で
、
新
興
国
と
し
て
注
目
さ
れ
る
ベ

ト
ナ
ムへ
、
商
工
会
長
海
外
視
察
研
修
を
実
施
。
ベ
ト
ナ

ム
最
大
の
縫
製
工
場
で
、
従
業
員
一万
二
千
人
を
有
す
る

名
門
企
業
の
「
Ｎ
Ｈ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
（
ナ
ー
ベコ
）」
な
ど
を

視
察
し
ま
し
た
。

第
四
十
八
回
商
工
会
全
国
大
会
を
開
催

〜
実
効
性
の
あ
る
経
済
対
策
の
早
期
実
施
な
ど
七
項
目
を
決
議

商
工
農
漁
連
携
合
同
会
議
及
び
現
地
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
（
県
青
連
）

　

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
十
二
月
十
一
日
、
長
崎
市
内
に

お
い
て
県
農
協
青
年
部
協
議
会
並
び
に
県
漁
協
青
壮
年
部
連
合

会
と
合
同
で
商
工
農
漁
連
携
合
同
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
昨
年
八
月
に
続
い
て
二
回
目
の
開
催
で
、
三
団

体
の
役
員
及
び
県
担
当
部
局
か
ら
約
四
十
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

西
川
県
青
連
会
長
は
「
地
域
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
い
が
、

地
域
活
性
化
の
た
め
に
実
り
の
あ
る
事
業
と
し
た
い
。」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
㈱
雲
仙
き
の
こ
本
舗　

代
表
取
締
役　

楠
田
喜

熊
氏
の
講
演
の
後
、
三
団
体
の
代
表
者
に
よ
る
事
例
発
表
が
行

わ
れ
、
県
農
協
青
年
部
協
議
会
か
ら
は
、
Ｊ
Ａ
な
が
さ
き
県
央

青
年
部
の
土
井
賢
一
郎
氏
が
「
二
億
四
千
万
ど
こ
へ
い
く
〜
も

っ
た
い
な
い
へ
の
果
て
な
き
挑
戦
～｣

、
県
漁
協
青
壮
年
部
連

合
会
か
ら
は
、
長
崎
市
茂
木
漁
協
青
壮
年
部
の
梅
元
健
治
氏
が

「
も
っ
た
い
な
い
活
動
で
地
域
を
活
か
す
」、
県
青
連
か
ら
は
、

雲
仙
市
商
工
会
青
年
部
の
端
倉
忍
氏
が
「
青
年
部
活
動
に
参
加

し
て
～
商
業
と
農
業
と
観
光
を
繋
ぐ
～
」
の
テ
ー
マ
で
、
そ
れ

ぞ
れ
農
商
工
連
携
に
よ
る
企
業
活
動
等
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
協
議
で
は
今
後
の
商
工
農
漁
連
携
へ
の
取
り
組
み
指

針
と
し
て
事
業
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
提
案
さ
れ
、
そ
の
実
現

の
た
め
県
内
各
地
域
で
の
団
体
間
の
交
流
を
促
進
し
、
県
レ
ベ

ル
の
リ
ー
ダ
ー
グ
ル
ー
プ
が
各
地
域
で
の
取
り
組
み
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　

翌
十
二
月
十
二
日
に
は
、
商
工
会
青
年
部
農
商
工
連
携
現
地

セ
ミ
ナ
ー
が
商
工
会
青
年
部
員
約
二
十
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。「
長
崎
県
総
合
水
産
試
験
場
」「
諫
早
湾
干
拓
堤
防
管

理
事
務
所
」
及
び
「
お
お
む
ら
夢
フ
ァ
ー
ム
シ
ュ
シ
ュ
」
を
視

察
し
、
農
商
工
連
携
に
係
る
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

現地セミナー（長崎県総合水産試験場） 商工農漁連携合同会議
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県
内
で
頑
張
る
人
・
企
業
・
町
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
。み
ん
な
の
力
で
町
は
ど
ん
ど
ん
元
気
に
な
る
！

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
  

株
式
会
社
　
い
の
う
ゑ
建
設

情報EXPRESS
商工連のホットな話題をお届けします

　

家
を
建
て
る
な
ら
、
住
み
や
す

さ
だ
け
で
な
く
、
見
た
目
に
も
こ

だ
わ
り
た
い
。
環
境
に
配
慮
し
た

家
に
住
み
た
い
。
家
族
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
あ
っ
た
家
に
住
み
た

い
。
住
ま
い
に
は
、
家
族
ひ
と
り

ひ
と
り
の
こ
だ
わ
り
や
夢
が
あ
り

こ
の
店
は
昔
か
ら
ず
ー
っ
と
変
わ

っ
て
な
い
な
と
か
。」

　

店
舗
は
そ
の
企
業
の
顔
に
あ
た

る
こ
と
か
ら
、
店
舗
設
計
や
改
装

の
際
は
、
看
板
な
ど
に
使
用
す
る

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
一
緒
に
作
成
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

同
世
代
の
夢
を
か
な
え
る

　
　
　
住
ま
い
・
店
舗
づ
く
り

　
「
今
は
大
変
厳
し
い
建
設
業
界
で

す
が
、
同
世
代
の
若
い
人
達
が
こ

れ
か
ら
開
業
し
た
り
家
を
建
て
た

り
す
る
時
に
お
手
伝
い
が
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
好
き
な

デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
も
増
や
し
て
い

き
た
い
で
す
。」

　

こ
れ
か
ら
先
、
す
っ
き
り
と
片

づ
け
ら
れ
た
弘
也
さ
ん
の
仕
事
部

屋
か
ら
は
、
い
ろ
い
ろ
な
家
族
の

夢
を
叶
え
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

株式会社
いのうゑ建設

〒 859︲2503
南島原市口之津町
　　　　丁3812︲1

☎  0957︲86︲3450
FAX 0957︲86︲2003
http://www.aaid.jp

現
在
は
常
務
取
締
役
と
し
て
設
計

か
ら
材
料
の
手
配
、
現
場
監
督
ま

で
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

新
事
業
へ
の
取
り
組
み

　

お
客
様
の
要
望
は
さ
ま
ざ
ま
で
、

時
に
は
店
舗
や
住
宅
に
あ
わ
せ
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
家
具
を
造
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
「
Ａ
．
Ａ
．
ｉ
．
Ｄ
」
と
い
う
デ

ザ
イ
ン
会
社
を
立
ち
上
げ
、
少
し

ず
つ
実
績
も
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

今
の
と
こ
ろ
は
知
人
の
紹
介
な

ど
に
よ
る
依
頼
が
ほ
と
ん
ど
で
す

が
、
商
工
会
の
エ
コ
シ
ー
ル
や
、

美
容
院
、
カ
フ
ェ
の
店
舗
設
計
な

ど
、
幅
広
い
分
野
に
わ
た
り
ま
す
。

　
「
建
築
設
計
に
関
し
て
は
、
大
学

や
設
計
事
務
所
で
勉
強
し
ま
し
た

が
、デ
ザ
イ
ン
は
独
学
な
ん
で
す
。」

と
い
う
弘
也
さ
ん
で
す
が
、
自
ら

営
業
に
ま
わ
り
、
昔
な
が
ら
の
菓

子
の
新
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
実
績
も
あ
り
ま
す
。

　
「
町
で
見
か
け
る
老
舗
の
紙
袋
や

包
装
紙
な
ど
に
も
、
つ
い
目
が
と

ま
り
ま
す
。
こ
こ
の
店
は
、
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
た
な
あ
と
か
、
あ
そ

ま
す
。
今
回
の
株
式
会
社
い
の
う

ゑ
建
設
は
、
そ
ん
な
家
族
の
夢
を

叶
え
て
く
れ
る
住
ま
い
づ
く
り
を

し
て
い
ま
す
。

設
計
か
ら
施
工
ま
で

　

会
社
は
、
昭
和
四
十
六
年
、
井

上
弘
也
さ
ん
の
父
、
広
喜
さ
ん
が

土
木
事
業
と
し
て
創
業
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
住
宅
部
門
に
も
進
出
し
、

現
在
の
住
宅
及
び
店
舗
の
設
計
・

デ
ザ
イ
ン
・
施
工
の
一
貫
体
制
と

な
り
ま
し
た
。

　

弘
也
さ
ん
は
、
子
供
の
頃
か
ら

工
作
な
ど
も
の
づ
く
り
が
大
好
き

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
地
元
を
離

れ
て
大
学
で
建
築
を
学
び
ま
し
た
。

卒
業
後
は
、
福
岡
の
設
計
事
務
所

に
就
職
、
設
計
の
仕
事
や
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
等
四
年
間
勤
め

ま
し
た
。
そ
の
後
福
岡
か
ら
戻
り
、

　
県
内
の
元
気
な
事
業
所
を
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
南
島
原
市
口
之
津
町
﹁
株
式
会
社
　
い
の

う
ゑ
建
設
﹂
を
お
訪
ね
し
ま
し
た
。

大好きなデザインの仕事で

みなさんのお手伝いが

井上　弘也さん

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す

ま
し
た
。
そ
の
後
福
岡
か
ら
戻
り
、

モダンと伝統がすっと馴染む、
そんなデザインが印象的なＹ邸。

ス
テ
ッ
カ
ー
な
ど
の

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
作
品
も
好
評
だ
。

家
族
ひ
と
り
ひ
と
り
の
夢
を
叶
え
る

住
ま
い
づ
く
り
を
目
指
し
て
…
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商工会は、中小企業の経営改善や地域活性化の
支援を行う、商工会法に基づいて設立された法人
です。
私たちは、地域の元気を応援します！

中小企業経営改善
コミュニケーション情報誌

　長 崎 県 商 工 会 連 合 会

〒850-0031
長崎市桜町4番1号
発行人　池　原　　　泉

TEL 095-824-5413
FAX 095-825-0392
http://www.shokokai-nagasaki.or.jp/
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今回のプレゼントは

表　　　 紙　　　 紹　　　 介
国境の島、対馬

　中央部には、日本を代表する溺れ谷の
海「浅茅湾（あそうわん）」が広がってい
ます。
　幾重にも入り組んだ入り江と岬、無数
に点在する小島が四季折々に織りなす
景色は息を呑むほどの美しさです。
　浅茅湾南部の黒瀬城山（くろせじょう
やま）には、1300 年程前に防人達が築
いた朝鮮式山城「金田城（かねだじょう）
跡」、東部の小山（おやま）には『万葉集』
に歌われた名山「浅茅山（あさじやま）」
があります。
　湾内では真珠養殖が盛んで、イカの漁
獲も多く、近年は、近海産のヨコワ（本マ
グロの幼魚）を使った本マグロ養殖も行
われています。
　また、日本有数のシーカヤックのフィ
ールドであり、初春の海岸を彩る大陸系
植物ゲンカイツツジをはじめ、四季の
花々や鳥などを間近に見ることができ
るシーカヤック・ツアーの人気スポット
です。

― 対馬市美津島町 ―

五島鯛茶漬け
　

本
会
が
運
営
し
て
い
る
サ
イ
ト
「
長

崎
う
ま
か
も
ん
カ
タ
ロ
グ
」
と
の
共
同

企
画
に
よ
り
、
県
内
の
特
産
品
を
読
者

の
皆
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

今
回
の
商
品
は
五
島
海
鮮
ダ
イ
キ
フ

ー
ズ
さ
ん
か
ら
『
五
島
鯛
茶
漬
け
』
で
す
。

　

五
島
列
島
の
美
し
い
海
で
水
揚
げ
さ

れ
た
新
鮮
な
真
鯛
の
旨
味
を
そ
の
ま
ま

に
秘
伝
の
醤
油
ダ
レ
に
漬
け
込
み
造
り

あ
げ
た
、
五
島
海
鮮
ダ
イ
キ
フ
ー
ズ
さ

ん
の
こ
だ
わ
り
の
逸
品
で
す
。

　

わ
さ
び
や
き
ざ
み
海
苔
を
合
わ
せ
て

お
茶
漬
け
に
！　

ま
た
は
、
鯛
の
漬
け

丼
に
し
て
五
島
の
新
鮮
真
鯛
の
醍
醐
味

を
存
分
に
お
楽
し
み
下
さ
い
。

　

お
茶
漬
け
と
し
て
召
し
上
が
る
際
は
、

お
茶
で
は
な
く
、
白
湯
を
か
け
て
い
た

だ
く
と
鯛
の
旨
味
と
風
味
が
一
層
ひ
き

た
ち
美
味
し
く
な
り
ま
す
。

　

冷
凍
で
六
カ
月
保
存
可
能
、
贈
り
物

に
も
最
適
で
す
。

　

是
非
、
一
度
ご
賞
味
下
さ
い
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
ハ
ガ
キ
に
「
五
島

鯛
茶
漬
け
」
と
書
い
て
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番

号
と
本
誌
へ
の
ご
意
見
、
感
想
、
要
望

等
を
必
ず
明
記
の
う
え
、
次
の
宛
先
ま

で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

〒
八
五
〇
ー
〇
〇
三
一

　

長
崎
市
桜
町
四
ー
一

　

長
崎
県
商
工
会
連
合
会

　

な
が
さ
き
の
特
産
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
係

　

締
切
は
平
成
二
十
一
年
三
月
十
日（
当

日
消
印
有
効
）
と
し
ま
す
。

　

な
お
、
当
選
者
の
発
表
は
発
送
を
も

っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

商品
提供

五島海鮮
ダイキフーズ

〒 853-0702

長崎県五島市岐宿町

　　川原 1385 番地 3

TEL　0959-82-0454

FAX　0959-82-0454

ご意見・ご感想等
お待ちしております！対馬

壱岐

五島

島原半島
諫早

長崎・西彼

県北
東彼

対馬市美津島町

　

長
崎
か
ら
Ｊ
リ
ー
グ

入
り
を
目
指
す
「
Ｖ
・

フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
」

は
、
昨
年
十
一
月
に
行

わ
れ
た
全
国
地
域
リ
ー

グ
決
勝
大
会
で
準
優
勝

し
、念
願
の
Ｊ
Ｆ
Ｌ
（
日

本
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー

グ
）
へ
の
昇
格
を
果
た

し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｆ
Ｌ
は
、

Ｊ
リ
ー
グ
を
目
指
す
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
や
、
企
業
チ
ー
ム
な
ど
十
八
チ
ー

ム
が
戦
う
ア
マ
チ
ュ
ア
サ
ッ
カ
ー
界
最
高
峰
の

リ
ー
グ
で
、
三
月
か
ら
十
一
月
ま
で
全
三
十
四

試
合
を
戦
い
ま
す
。

　

Ｊ
リ
ー
グ
に
参
入
す
る
た
め
の
チ
ー
ム
の
強

化
や
、
全
国
各
地
へ
の
遠
征
費
用
な
ど
こ
れ
ま

で
以
上
の
運
営
資
金
が
必
要
と
な
る
た
め
、
Ｖ
・

フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
後
援
会
で
は
、
Ｊ
Ｆ
Ｌ
昇
格

を
記
念
し
て
、「
後
援
会
入
会
促
進
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
、
後
援
会
に
入
会
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

 

お
問
い
合
せ
先

　

Ｖ
・
フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
後
援
会
事
務
局　

　
　
　

電
話　

〇
九
五
七
―
四
三
―
二
〇
九
二

　
　
　

http://v-varen.com
/fanclub/


